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会場についてのお問い合わせは、下記にお願いします。 

■問い合わせ先；沖縄大学地域研究所 TEL：098-832-5599 

■詳細は以下の NACS-J ウェブサイトをご覧ください 

http://www.nacsj.or.jp/katsudo/waytob/2011/08/-in.html  

为催： 日本自然保護協会（NACS-J） 

共催： WWF ジャパン、沖縄大学地域研究所、沖縄・生物多様性市民ネットワーク 

後援：沖縄環境ネットワーク、環境省那覇自然環境事務所、沖縄県サンゴ礁保推進協議会 

 

 

 

 

番所崎に 524 種の貝殻 

  京都大学瀬戸臨海実験所近くの北浜を中心とした番所崎の磯浜で、過去７年間に打ち

上げられた大型の貝殻は 524 種類にもなる。その数は予想以上に多く、まだカウントに入

れていない微小貝も含めると、貝殻だけでいったい何種になるのだろうか？岩礁と砂浜が

交互し、転石が多く、季節によっては海藻が繁茂するなど、様々な住み場所が北浜から塔

島、そして円月島にまわっていく番所崎の方々にあるので、多種多様な貝類が住める海岸

となっているのだ。番所崎を１周しただけで、最低数十種、多い時は数百種が楽に集めら

れる。 

   番所崎一帯には、ごく普通に生息しているのに、打ち上げ収集で貝殻が１個も見つ

からない種もある。潮上帯に生息するイボタマキビがその代表種である。イボタマキビの

貝殻がすぐにこなごなになってしまうとは思われないので、どうして打ち上げ物の中で見

つからないのか、不思議である。一方、明らかに食用とされた後で捨てられたホタテガイ

や、自生しないが、釣り餌や食用になったサザエなどもある。大きなマガキの貝殻も、食

用にされ捨てられたものだ。 

 

様々な生息場所からの貝殻の打ち上げ 

   打ち上げには田辺湾よりずっと南方の沖合や深みに生息するものが、黒潮で運ばれ

てきて、漂着するものもある。10 年間に１回だが、「生きている化石」オウムガイが漂着す

ることもある。オウムガイより小形だが、同じような生活を送るタコブネの貝殻も尐なく、

数個体の発見だ。 
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   陸生や淡水の貝類も打ち上がる。それは、瀬戸臨海実験所構内などに生息するカタ

ツムリ類が为なものだ。この他、稲への害で知られる外来種のジャンボタニシ（スクミリ

ンゴガイ）の漂着がある。綺麗な筋の入った殻は薄いので、浮きやすい。ジャンボタニシ

が流れ着いた記録は、南紀生物誌 41 巻に報告したが、1993 年に初めて見つけた時は、見

慣れない不思議な海産の巻貝だととまどった。日本ではほとんど知られていないオオクビ

キレガイという、地中海沿岸原産のカタツムリの一種の打ち上げ例もある。南紀生物誌 44

巻に、カタツムリ類の専門家で白浜町在住の湊 宏先生や、貝類に詳しい土生紳吾さんと

一緒に報告した。その後、生きたオオクビキレガイが付近に生息しているのが確認された。 

世界の貝類に詳しい和歌山市在住の小山安生先生が、北浜周辺で打ち上がった貝殻に

ついて、最終的にすべて同定して下さる。貝類のような大きな分類群では、専門分野が細

分化され、専門家ごとに奥深い研究が進んでいるのだが、なんでもわかる研究者がいなく

なりつつある中で、小山先生は貴重な生き字引なのである。524 種類を記録したリストは、

小山先生と共著で南紀生物誌 44 巻１,２号にまたがってまとめられた。内訳は、巻貝類が圧

倒的に多く 381 種類、次が二枚貝類で 133 種類である。これらの貝の中には、ホシダカラ

ガイのように、日本北限を記録した種もいくつもあった。たった１個体だけのミソラフト

コロは日本新記録種とのことで、小山先生は南紀生物誌 46 巻で報告された。北浜に打ち上

げられた貝には、和歌山県で初めて記録された種類もいくつもあった。また、紀伊半島が

分布北限として知られている種類も多種類で確認できた。      

 

打ち上げられた貝殻の種類の記録更新中 

 2004 年７～８月の連続の台風時には、打ち上げられた貝殻の中にこれまで発見されてい

なかった種類が次々と見つかった。そのうちの４種を大きな貝殻から順に挙げてみよう。

幼児のこぶし大のタツマキサザエ（図）、それより尐し小さいマンジュウガイ、数 cm くら

いのキナレイシ、そしてヒメホシダカラガイである。いずれも、ごく尐数だけの発見であ

る。残念ながら、どの貝殻も、死亡後に時間がかなり経っているせいで、表面の光沢は消

え、貝殻の一部は破損していた。 

 ともかく、延長 300m ほどの北浜という小さなエリアに、これほどの多くの種類の貝類

が打ち上がるのは、全国的にも珍しく、まさに「宝の海」だ。死んだ貝殻なので、気楽に

出現種を網羅収集できる。うまく割れたものだと内部構造までわかる。何よりも、それぞ

れの種の一生に思いをはせることができる。それぞれの個体が、親貝からどこで、どのよ

うに生まれてどれくらいの間に成長・成熟し、子孫をつくって死んでゆくか。いわゆる衣
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食住をも明らかにした個々の生活史を窮め、種の存続が可能かどうかを確かめてゆくこと

が、生物学では最も大切で基礎的なことなのである。だが、とっかかりやすく究明しづら

い海洋生物の生物学的性質のため、このような知見がまだほとんどない種類ばかりのまま

である。これは、やればみな新しいデ－タとして価値あるものばかりということになる。 

 

 

図. 瀬戸臨海実験所北浜に打ち上げられたタツマキサザエの貝殻。新鮮だと模様と光沢が

美しくヤコウガイに近縁で重厚なふたがある。 

 

５．事務局便り： 

●この「うみひるも」は「海の生き物を守る会」のメールマガジンです。配信が迷惑と思

われる方は事務局までご連絡ください。 

●企画案などその他なんでも本会の活動に関することは、事務局あてにお寄せください。 

●このメールマガジンは、毎月 1 日と 16 日の 2 回発行の予定ですが、都合によって遅延や

中止もあります。配信を希望する方、送りたい方がありましたらアドレスをお知らせく

ださい。また、パソコンを使えない環境の方には印刷体でもお届けします。その場合は、

郵送料をご貟担していただくことがあります。 

●このメールマガジンは転載自由です。海の生き物に関心を持っている方に広く読んでい

ただくために転送をお願いします。ただし写真を別の目的で使用する場合は事前にご連絡

ください。海の生き物や守る運動についての情報など、また各地で行われている海の生物

の観察会、研修会、その他の行事に関する情報もお寄せください。「うみひるも」のバック

ナンバーは、ホームページからダウンロードできます。 

●本会は自然観察会や講演会を各地で実施しています。各地で開催を希望される方、開催

をお手伝いできる方は、ご一報ください。また、各地の団体との共催も行います。ごい

っしょに講演会や観察会をしたいと思われる団体からも提案をお受けします。 


